
(別記様式)

令和５年度 府立桃山高等学校（定時制） 学校経営計画（スクールマネジメントプラン）（ 計画段階 ・ 実施段階 ）

学校経営方針（中期経営目標） 昨 年 度 の 成 果 と 課 題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）
成果

１ 「働きながら学ぶ」という定時制教 (1) 各学年や各分掌が相互に連携を取り、 １ 卒業を目指し、高等学校に学ぶこと、並びに「働
育本来の意義・目的を正しく認識させ、 安心・安全な学校作りに努めた。また、生徒 きながら学ぶ」ことの意義を理解させるとともに、
自主的・計画的に学ぶ生徒を育成する。 会活動を大切にし、多くの校内行事を工夫し 学校生活に目標・目的を持たせることにより、学校

て成功に導くとともに、クラブ活動の積極的 生活への定着を図る。
参加を促すなど、多様な生徒に対して各方面

２ 基礎学力の向上を図る。 で教育成果を上げた。 ２ 生徒相互に助け合い、励まし合う生徒集団の育
成を目指して、生徒会活動を大切にした取組を進め

(2) 進路実現に向けて、「キャリア教育講演 るとともに、様々な学校行事の充実に努める。
３ 基本的生活習慣の確立に努める。 会」など、早い段階から進路指導の充実に努

めるとともに、各関連企業・機関との連携指 ３ 希望進路の実現に向けて、３年間・４年間を見
導を丁寧に行い、多くの生徒の進路の実現を 通して、早期より、計画的にキャリア教育を推進す

４ 指導内容、指導方法の工夫に努め、 目指して粘り強く指導した。 る。
学習意欲を喚起し、教育効果を高める。

(3) 設備面では全日制と併置されている現 ４ 個々の生徒にきめ細かな指導を通じて、基礎学
状において、教務部を中心に校内的な調整を 力の定着と生活習慣の改善を図るとともに、社会性
丁寧に行い、教育活動が円滑に進むよう努め や規範意識の涵養に努める。
た。

５ 特別な支援を要する生徒については、外部機関
課題 と連携しながら、特別支援会議を中心として支援の
(1) 安心・安全な学びの場を確保するため、 内容を明確化、全体化して、適切な指導に努める。
問題行動等の未然防止を図るとともに、個々
の生徒の状況に応じて自尊感情や自己有用感 ６ 令和４年度各分掌等の総括を踏まえ、学年部と
を高めるための取組を一層充実させる必要が 各分掌や、教科担当とクラス担任の情報交換をさら
ある。 に密なるものにするとともに、家庭や関係機関と丁

寧に連携を図り、課題解決のための取組を進める。
(2) 希望進路の実現のため、キャリア教育
の一層の充実が重要である。そのためには、 ７ ICTを活用した教科・ホームルーム指導を積極
基礎学力の定着及び基本的生活習慣の確立を 的に進め、情報活用能力を養う。
図るとともに、クラス担任や教科担当者、関
係分掌等が生徒の情報を共有し、個々の生徒
の特性に応じた指導方法や指導内容等の工夫
をさらに図る必要がある。



※ 評価について Ａ…十分達成できた Ｂ…おおむね達成できた Ｃ…あまり達成できなかった Ｄ…ほとんど達成できなかった

評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成 果 と 課 題

各学年・各分掌との密接且つ有機的な連携による平
和で安全な学校作りに向け、生徒の問題行動の抑止

平和で安全で楽しい学校作りに向 に資する啓蒙的な指導をし、問題行動が生じた場合
生徒指導 けた取組の推進 に迅速且つ適切に対処する。

生徒が学校に定着できるよう学校生活を楽しいと
感じられるものにすべく、生徒会と連携して文化祭
を始めとする各行事に積極的に取り組ませ、また部
活動を通じて人間関係の幅を拡げつつ活動に対する
明確な目標を持たせることにより積極性を培う手助
けをする。また今年度は新型コロナ感染症の感染防
止のための規制が徐々に緩和される事が予測される
ので、各行事や部活動の中身をバージョンアップす
る試みにも挑戦する。

生徒の実態に即した教育課程の 多様な観点による学習評価の工夫や改善を図ると
学習指導 編成と実施 ともに、教育課程についてさらに研究を深める。

生徒の学力を的確に把握し、基礎・基本を踏まえ
個に応じた適切な学習指導の実践 た粘り強い指導を実践する。

生徒の実態に応じてＩＣＴを利活用した学習指導
の工夫を図る。

進路意識を高めるため、キャリア教育を充実し、
個々の生徒の希望進路実現に向け 推進する。
た取り組みの推進

進路指導

個々の生徒の希望進路を把握し、その実現に向け
て、各学年や各分掌、外部機関と密に連携を図る。



心身ともに健康な生活習慣の確立 健康上の配慮や支援の必要な生徒に対する指導
に向けた取組の推進 を組織的に推進していく。

健康教育

生徒の食生活の実態を把握し、食育の一環として、
給食を通した望ましい食生活習慣の確立を目指す。

１．生徒１人１人の進級をめざす。 ・クラスを越えて、生徒の情報を共有する。担任団
第１学年 ２．自他共に認め合う関係をつくり として学習・生徒指導にあたる。

出す。（自己肯定感をもたせる。人
格の違いを認め合う） ・授業を大事にする生徒たちの雰囲気を学習集団、
３．学年集団として安全で安心して 学年集団へと広げていく。
学べる、楽しい学校生活をめざす。

・関係各部との連携、迅速な対応。保護者への説
明、子どもに対する理解と保護責任の協力を得
る。

第２学年 １．生徒１人１人の進級をめざす。 ・クラスを越えて、生徒の情報を共有する。担任
２．自他共に認め合う関係をつくり 団として学習・生徒指導にあたる。
出す。（自己肯定感をもたせる。人
格の違いを認め合う。 ・授業を大事にする生徒たちの雰囲気を学習集団、
３．学年集団として安全で安心して 学年集団へと広げていく。
学べる、楽しい学校生活をめざす

・関係各部との連携、迅速な対応。保護者への説明、
子どもに対する理解と保護責任の協力を得る。

・リーダーを見いだし、また新たなリーダーを育
てるととに、互いの力を引き出せる集団をめざ
す。

第３学年 良い学年集団を形成する ・授業を大切にして欠席をしない。
自主自立出来るようにする
進路の実現に向けて取り組むことと ・自分を認め、他人を認め合い、人間関係を大切に
進路の確定に向けて取り組む 考える。

・ルールを守り、行事を大切にして、楽しく学校生



活を送る。

・学校生活とアルバイトを両立す ・これまでの就労経験や学校生活の振り返りを通
る。 して、自己認識を深めさせる。

第４学年

・出欠席や学習を自己管理して、卒 ・成人として扱い、自己決定を促していく。
業を目指す。

・各分掌や保護者等と連携し、個々に応じた適切な
・卒業後の進路目標を定め、それに 対応をする。
向かって努力する。

安心・安全な学習環境の提供と効 長寿命化改修工事による生徒、教職員への影響を
率的かつ効果的な予算執行の実現。 最小限に抑えるとともに、危険箇所、不具合箇所

事務・施設 の早期発見、早期改修に努めることで、円滑な学
校運営を実現する。

学校全体や各分掌・教科の状況を踏まえ、計画
的な予算執行と経費節減に努める。

個々の生徒の状況に応じて、修学支 クラス担任や各分掌との連携を密にし、経済的理
援に係る援護制度についての適切な 由等により修学が困難になることがないよう、個々
対応を行う。 の生徒の状況に応じた援護制度についての適切な対

応を行う。

学 校 関 係 者

評 価 委 員 会

に よ る 評 価
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